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高
齢
者
等
が
在
宅
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
施
策
は

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

答 

配
食
サ
ー
ビ
ス
等
を

　
　
　 

　
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す

議
員　

朝
日
町
の
介
護
認
定
率

が
平
成
29
年
３
月
時
点
で
15
・

６
％
（
６
期
計
画
で
は
平
成
29

年
度
は
、
21
・
８
％
見
込
み
）

と
下
が
っ
て
い
る
要
因
と
、
平

成
32
年
度
の
認
定
率
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

現
在
、
一
般
介
護
予
防

事
業
７
事
業
に
加
え
、
他
の
事

業
も
実
施
し
、
多
数
の
方
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
予
防
事
業
が
認
定
率
の
低

下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
32
年

度
の
認
定
率
は
、
推
計
で
19
・

９
％
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
員　

一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者

の
み
で
生
活
し
て
い
る
人
が
施

設
に
入
ら
ず
在
宅
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
施
策
は
。

町
長　

地
域
に
お
け
る
自
立
生

活
へ
の
支
援
と
し
て
、
緊
急
通

報
装
置
貸
与
事
業
、
お
む
つ
給

付
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

介
護
保
険
料
値
下
げ
の

た
め
に
介
護
保
険
の
基
金
を
活

用
で
き
ま
せ
ん
か
。

町
長　

介
護
保
険
料
の
基
金
活

用
は
、
給
付
費
の
活
用
も
考
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

岡　順三 議員

原稿は質問者が提出し、編集は
広報特別委員会で行っています。

12月定例会では5人の議員が
一般質問を行いました。

一般質問と回答
考えはいかに！

平成30年～32年度
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議
員　

４
月
か
ら
新
た
に
介
護

申
請
さ
れ
た
分
で
、
サ
ー
ビ
ス

別
の
人
数
と
非
該
当
者
の
人
数

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長　

11
月
末
で
要
支
援
認
定

者
は
６
人
で
す
。
内
訳
と
し
て

介
護
予
防
訪
問
介
護
が
１
人
、

住
宅
改
修
が
１
人
、
住
宅
改
修

プ
ラ
ス
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
が

２
人
、
未
利
用
者
が
２
人
で
す
。

な
お
、
住
民
主
体
の
訪
問
型
サ

ー
ビ
ス
Ｂ
、
短
期
集
中
予
防
の

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
、
介
護
予

防
通
所
介
護
は
な
く
、
非
該
当

者
は
１
人
で
し
た
。

議
員　

介
護
認
定
有
効
期
限
後

に
更
新
さ
れ
た
人
は
ど
う
な
り

ま
し
た
か
。

町
長　

要
支
援
者
の
う
ち
介
護

予
防
訪
問
介
護
に
３
人
、
介
護

予
防
通
所
介
護
に
６
人
と
な
り

ま
し
た
。
住
民
主
体
の
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
、
短
期
集
中
予
防

の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
及
び
非

該
当
者
は
い
ま
せ
ん
。

議
員　

今
後
の
課
題
は
何
で
す

か
。

町
長　

予
防
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
予
防

事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
保
護
児
童
関
係
に
関
わ
っ
た
ケ
ー
ス
が

　
　
　
　
　
　
大
幅
に
増
え
て
い
る
理
由
は

子
ど
も
の
確
か
な
育
ち
を
願
っ
て

答 

障
が
い
児
相
談
を
含
め
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
た
め
で
す

介護保険総合事業の現状と課題

野呂　徹 議員

議
員　

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
早
期
発

見
、
早
期
対
応
の
た
め
地
域
対

策
協
議
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
要
保
護
児
童
関
係
で
関
わ

っ
た
ケ
ー
ス
は
、
28
年
度
が
84

件
で
、
27
年
度
の
47
件
よ
り
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
件
数

は
重
複
し
て
い
ま
す
か
。

町
長　

重
複
し
て
い
ま
す
。

議
員　

件
数
が
増
え
た
背
景
と

対
応
す
る
立
場
の
人
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

町
長　

平
成
28
年
度
か
ら
国
へ

の
報
告
に
、
障
が
い
児
相
談
を

含
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で

す
。
ま
た
相
談
ケ
ー
ス
に
よ
り

保
健
師
、
児
童
相
談
所
、
小
中

学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
園
、
警

察
署
や
福
祉
事
務
所
が
対
応
し

て
い
ま
す
。

議
員　

平
成
27
・
28
年
度
の
相

談
件
数
と
児
童
相
談
の
窓
口
は
。

町
長　

件
数
は
平
成
27
年
度
５

３
０
件
、
平
成
28
年
度
は
４
６

３
件
で
す
。
相
談
窓
口
は
子
育

て
健
康
課
が
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

就
学
援
助
対
象
基
準
は
、

所
得
で
生
活
保
護
基
準
の
１
・

１
倍
で
す
。
基
準
の
引
き
上
げ

を
求
め
ま
す
が
。

町
長　

引
き
上
げ
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

今後の課題は何ですか

答 予防事業を継続して実施していくことです
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産業の活性化について

担い手育成のための意見・要望は

答 各種委員会で
　　　　要望等を伺っています

企業誘致の現状は
答 ４件の開発業者からの
　　　　　　　   オファーがあります

議
員
　
担
い
手
対
策
事
業
の
推

進
の
た
め
に
、
担
い
手
の
意
見

要
望
等
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
農
業
委
員
会
、
農
業
振

興
対
策
委
員
会
等
の
委
員
に
、

担
い
手
農
家
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
会
議
の
中
で
要
望

等
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
現
状
の
地
籍
調
査
の
進

捗
率
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長
　
地
籍
調
査
事
業
の
進
捗

率
は
平
成
28
年
度
末
で
29
％
で

す
。
未
調
査
の
水
田
農
地
に
つ

い
て
は
、
説
明
会
等
を
行
い
所

有
者
へ
協
力
を
求
め
、
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
今
後
、
水
田
農
地
の
集

積
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
農
地
中
間
管
理
機
構
制

度
を
支
援
し
、
農
地
集
積
に
よ

り
担
い
手
の
育
成
確
保
を
図
り

ま
す
。

議
員
　
農
業
担
い
手
対
策
基
盤

整
備
事
業
の
基
準
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長
　
農
業
振
興
対
策
委
員
会

に
お
い
て
今
年
度
、
要
綱
を
見

直
し
面
積
要
件
を
３
反
か
ら
２

反
へ
改
正
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
経
過
を
み
な
が
ら
集
積

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

コ
メ
の
減
反
政
策
廃
止
と
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

議
員
　
中
小
企
業
の
支
援
に
つ

い
て
前
回
の
質
問
以
降
、
そ
の

後
の
成
果
と
結
果
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。
こ
の
間
に
、
中

小
企
業
と
意
識
の
相
違
や
、
今

後
修
正
す
べ
き
箇
所
は
あ
り
ま

し
た
か
。

町
長
　
三
重
県
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
条
例
が
施
行
さ

れ
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

当
町
も
本
協
議
会
へ
参
画
す
る

と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
資
金

へ
の
保
証
料
補
給
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
成
果
と
し
て
、
町
内

の
４
業
者
が
三
重
県
版
経
営
向

上
計
画
の
認
定
を
受
け
、
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
の
経
営
力

向
上
促
進
に
繋
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
と
意
識
の

相
違
や
修
正
す
べ
き
箇
所
は
現

状
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
企
業
誘
致
の
現
状
と
今

後
の
進
め
方
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
現
状
、
４
件
の
開
発
業

者
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
、

本
年
４
月
か
ら
地
元
協
議
会
と

の
情
報
交
換
の
た
め
の
定
例
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

渡邉　仁 議員

宮本　秀治 議員
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小学校給食の民間委託と親子方式導入期の再検討について

議
員　

民
間
委
託
を
行
う
場
合
、

調
理
室
の
改
修
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
親
子
方
式
が
可
能
な

状
態
ま
で
改
修
し
た
方
が
費
用

効
率
の
面
か
ら
も
合
理
的
で
は

な
い
で
す
か
。　
　
　
　
　
　

教
育
長　

民
間
委
託
と
な
る
場

合
、
将
来
を
見
据
え
た
改
修
に

し
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

議
員　

児
童
数
の
減
少
以
外
で

親
子
方
式
の
開
始
を
平
成
37
年

目
処
と
し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

児
童
数
の
減
少
以
外

の
理
由
は
、
小
中
学
校
の
大
規

模
改
修
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
教
育
環
境

の
整
備
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
為
で
す
。

議
員　

親
子
方
式
の
導
入
時
期

を
試
算
段
階
か
ら
再
検
討
し
ま

せ
ん
か
。

教
育
長　

親
子
方
式
に
必
要
と

な
っ
て
く
る
費
用
は
、
試
算
を

再
度
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
為
、
段
階
を
追
っ
て
再
検
討

し
、
そ
の
上
で
、
で
き
る
だ
け

早
期
実
現
に
向
け
た
試
算
検
討

と
導
入
へ
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　

農
業
関
連
業
務
に
お
け

る
専
門
の
チ
ー
ム
（
室
等
）
を

検
討
し
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　

町
長　

事
務
量
に
応
じ
、
産
業

建
設
課
内
の
事
務
分
掌
を
見
直

し
、
よ
り
専
門
的
な
業
務
が
遂

行
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

を
行
う
な
ど
、
農
業
に
対
す
る

組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。　

議
員　

地
産
地
消
の
推
進
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
き
ま
す
か
。　
　
　
　

町
長　

地
域
で
生
産
さ
れ
た
も

の
を
地
域
で
消
費
す
る
事
に
お

い
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
借
入

者
の
為
の
利
子
助
成
の
検
討
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

町
長　

以
前
か
ら
活
用
が
な
く
、

今
後
も
農
業
近
代
化
資
金
に
よ

る
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

緑
肥
を
投
入
し
、
化
学

肥
料
を
使
用
し
な
い
生
産
方
法

が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当

町
も
緑
肥
種
子
の
助
成
を
始
め

ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　

町
長　

農
業
従
事
者
や
専
門
団

体
な
ど
関
係
機
関
等
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
費
用
対
効
果
を

検
証
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

清　将人 議員

同
時
改
修
の
合
理
性
と
親
子
方
式
導
入
期
の
再
検
討
は

答 

合
理
的
で
あ
り
、

　
　
親
子
方
式
の
導
入
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
尽
力
し
ま
す

農業の活性化について

庁
内
の
農
業
専
従
の

　 

体
制
づ
く
り
の
検
討
は

答 

農
業
に
対
す
る
組
織
強
化

　
　
　
　
　
　
　 

を
図
り
ま
す

【注釈】スーパーＬ資金
　認定農業者を対象に農地取得、施設
整備等に必要な資金を低利で融通する
制度
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Ｑ  

時
間
外
手
当
が
増
額
補
正

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
理
由
は
。

Ａ  

本
来
予
定
し
て
い
な
か
っ

た
業
務
等
の
対
応
に
よ
り
、
時

間
外
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｑ  

前
年
に
比
べ
て
時
間
外
が

増
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ  

年
々
、
増
え
て
い
る
傾
向

は
あ
り
ま
す
。

要
　
望

適
正
な
人
事
の
構
成
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

Ｑ  

町
史
編
さ
ん
事
業
に
お
け

る
印
刷
製
本
費
の
減
額
は
、
来

年
度
の
刊
行
に
あ
て
る
も
の
で

す
か
。

Ａ  

今
年
度
に
１
巻
目
の
刊
行

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
よ
り
、
今

年
度
は
そ
の
費
用
を
減
額
補
正

し
、
平
成
30
年
度
に
予
算
計
上

し
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

時
間
外
手
当
補
正

　
　
適
正
な
人
事
を

町
史
編
さ
ん
事
業

　
平
成
30
年
度
刊
行
へ

常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

　

10
月
22
日
か
ら
23
日
未
明
に

か
け
接
近
し
た
台
風
21
号
に
よ

る
大
雨
の
影
響
で
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、

町
内
全
域
に
避
難
勧
告
を
発
令

し
、
６
人
の
方
が
避
難
さ
れ
ま

し
た
。

　

柿
城
跡
公
園
の
法
面
の
一
部

が
表
面
崩
壊
す
る
被
害
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
年
内
に
復
旧
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

台
風
21
号

　
町
内
に
避
難
勧
告

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
実
施

事
業
な
ど
、
各
種
事
業
の
評
価

・
検
証
を
行
い
な
が
ら
第
５
次

朝
日
町
総
合
計
画
・
後
期
基
本

計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
予
算

編
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

大
規
模
事
業
に
お
け
る
地
方

債
の
償
還
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
経
常
経
費
の
更
な
る
削

減
と
、
歳
入
に
お
け
る
特
定
目

的
基
金
の
活
用
を
検
討
し
、
安

定
的
な
町
財
政
運
営
を
目
指
し

た
予
算
編
成
を
行
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
予
算

   

安
定
的
な
財
政
運
営
を

　

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
、

未
就
学
児
を
対
象
に
、
平
成
30

年
９
月
か
ら
現
行
の
医
療
費
の

償
還
払
い
方
式
か
ら
、
窓
口
負

担
の
な
い
現
物
給
付
方
式
に
切

り
替
え
が
で
き
る
よ
う
、
医
師

会
、
薬
剤
師
会
に
協
力
い
た
だ

き
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
方
式
に
よ
っ
て
保
護
者

の
一
時
的
な
経
済
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
重

篤
化
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

子
ど
も
医
療
費

　
現
物
給
付
方
式
へ

　

援
助
を
必
要
と
す
る
保
護
者

に
、
学
用
品
費
が
必
要
と
さ
れ

る
時
期
に
速
や
か
に
支
給
で
き

る
よ
う
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

小
・
中
学
校
新
１
年
生
へ
は
、

こ
れ
ま
で
の
翌
年
度
の
７
月
支

給
か
ら
、
現
年
度
の
２
月
に
支

給
時
期
を
改
め
ま
し
た
。

　

対
象
保
護
者
へ
の
通
知
は
、

現
受
給
者
へ
の
個
別
通
知
や
、

入
学
通
知
書
に
同
封
す
る
等
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

新
入
学
児
童
生
徒
の

  

学
用
品
費
の
入
学
前

　
　
　    

支
給
開
始
へ

　

11
月
か
ら
着
工
の
町
体
育
館

の
非
構
造
部
材
耐
震
化
改
修
工

事
は
、
主
に
吊
り
天
井
の
撤
去

に
併
せ
て
外
側
ガ
ラ
ス
窓
に
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
、
避

難
所
と
し
て
も
安
全
・
安
心
な

施
設
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

体
育
館
の
利
用
再
開
は
平
成

30
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
体
育
館

 

避
難
所
と
し
て
も

　
　 

安
全
な
施
設
へ

　

更
な
る
防
災
力
強
化
の
た
め
、

過
去
に
全
国
朝
日
連
絡
会
に
て

交
流
を
深
め
た
自
治
体
の
山
形

県
朝
日
町
、
富
山
県
朝
日
町
、

長
野
県
朝
日
村
と
災
害
協
定
の

締
結
に
向
け
協
議
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
朝
日
町（
村
）

　
災
害
協
定
の

　  

締
結
に
向
け
協
議

町長の
行政報告
町長の
行政報告

　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
１
日
に
開
会
し
、
専
決

補
正
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
条
例
改
正
７
件
、
補
正
予
算

８
件
、
意
見
書
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
・
同
意

・
可
決
し
12
月
11
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

月
定
例
会
よ
り

12朝日町固定資産評価審査委員会委員に

後 藤　　崇 氏
　朝日町固定資産評価審査委員会委員 金森昌弘氏の任期満了（平成
30年２月28日）に伴い、後藤 崇 氏の選任に同意しました。

◆委員の任命に同意
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総額39億7495万円総額39億7495万円

小・中学校公衆無線LAN環境整備事業費等
９０６８万円を追加

小・中学校公衆無線LAN環境整備事業費等
９０６８万円を追加

歳
入
の
主
な
内
容

歳
出
の
主
な
内
容

意見書を
関係機関へ
送りました

全国森林環境税の創設
に関する意見書

　森林・林業・山村対策の抜
本的強化を図るため、「全国
森林環境税」の早期導入を強
く国に求める意見書を国の関
係機関へ送りました。

町
内

　
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た

行政視察研修のため宮城県大河原町へ
　11月15日～17日、当町の子育て支援施策への取り組み
を更に充実した施策へとつなげ、安心して子育てができ
るまちを実現していくため、子育て支援についての実情
や、独自の取り組みにより県内トップクラスの教育環境
整備を行っている宮城県大河原町を訪問しました。
　また、東日本大震災から６年を経過した宮城県女川町
の復興状況について現地視察を行いました。

北勢５町議会議員研修会

議員研修レポート議員研修レポート

　北勢５町議会議長会（朝日町、川越町、菰野
町、東員町、木曽岬町の議会で組織）主催の議
員研修会が10月６日に開催されました。
　講師に書道家の矢野きよ実氏を迎え、「動け
ばつながる」をテーマに書を通じて生きること、
命の大切さについて講演を聞きました。 　

小
・
中
学
校
全
教
室
に
電
子
黒
板

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
の

活
用
状
況
確
認
の
た
め
１
年
生
〜
６

年
生
ま
で
の
授
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
イ
ノ
シ
シ
の
獣
害
に
よ
る
檻

の
設
置
状
況
を
現
地
調
査
し
、
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
設
備
強

化
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

平成29年度  一般会計補正予算

○町史編さん事業　印刷製本費 

○社会福祉施設等整備費補助金

○療養給付費負担金精算金

○広域入所児童保育委託料

○放課後デイサービス事業給付金

○公衆無線LAN整備事業

○中学校備品購入費（パイプイス、机、ロッカー等）

○公民館会議室・映写室等改装工事

※人件費除く

▲512万円

2809万円

731万円

295万円

1036万円

1878万円

209万円

403万円

○国庫支出金
　公衆無線LAN環境整備支援事業補助金、    

　　　　　　　障害児施設給付費等国庫負担金含む    

○県 支 出 金　障害児施設給付費等負担金含む    

○繰　越　金    

○町　　　債　公衆無線LAN環境整備事業に係る事業債

1241万円

291万円

6240万円

460万円
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議
会
だ
よ
り
、
№
１
６
９
号

を
お
届
け
し
ま
す
。　

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
30
年
を
迎
え

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
、
東
海
道
沿
道
地
域
に

お
い
て
朝
日
ま
ち
な
み
プ
ラ
ン

『
朝
日
町
東
海
道
ま
ち
な
み
整

備
計
画
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
歴
史
・
文
化
・

自
然
環
境
等
の
特
性
を
生
か
し

た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
施
す
る
た
め
の
東
海
道
を

軸
と
し
た
町
の
活
性
化
計
画
で

す
。

　

東
海
道
沿
道
に
お
い
て
朝
日

ら
し
さ
の
創
出
の
た
め
、
昔
な

が
ら
の
建
物
の
維
持
・
活
用
や
、

来
訪
者
に
も
配
慮
し
た
整
備
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
住
民

同
士
や
来
訪
者
が
交
流
で
き
る

場
づ
く
り
や
、
生
活
者
や
歩
行

者
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
朝
日
町
が
さ
ら

に
活
気
あ
る
町
に
な
る
よ
う
住

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
に
対
す
る
ご
意
見

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

水
谷
保
之
（
記
）

　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　  

委
員
長
　
清
　
将
人

　
　  

副
委
員
長
　
池
田
耕
治

　
　  

委
　
　
員
　
水
谷
保
之

　
　  

委
　
　
員
　
星
野
嘉
寛

　
　  

委
　
　
員
　
飯
田
德
昭

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
平成30年　第１回定例会の予定

３月２日

３月５日

３月６日

３月９日

３月13日

３月14日

３月16日

金

月

火

金

火

水

金

本会議

委員会

委員会

本会議

委員会

委員会

本会議

行政報告・提案説明・質疑

総務建設常任委員会

民生教育常任委員会

一般質問・行政報告に対する質問

予算特別委員会

予算特別委員会

委員長報告・質疑・討論・採決

月　日 曜日 開会時間 区 分 摘　　　　　　要

９：00

９：00

９：00

９：00

９：00

９：00

９：00

チェックするのは
あなたです。

本会議は30人、
委員会は10人ま
で傍聴できます。

表   彰
地方自治法施行70周年記念総務大臣表彰に

　去る11月20日、天皇皇后ご臨席のもと開催された地方自治法施行
70周年記念式典において、当町議会議長の飯田德昭氏が総務大臣表彰
を受けられました。
　16年の長きにわたり朝日町議会議長として円滑な議会運営を通じて
住民福祉の向上に寄与するとともに、全国町村議会議長会会長、三重
県町村議会議長会会長として全国・県内の町村議会の活性化に寄与さ
れました。これからも地方自治発展のため同氏の活躍に期待します。

議長　飯田德昭　氏
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